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   Ｂ６５Ｂ  43/32    　　　Ａ
   Ｂ６５Ｂ  43/54    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成21年8月20日(2009.8.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フォイル・バッグ（２４）に食品（４２）を充填するデバイス（１）であって、
　フォイル・バッグ（２４）を移送する移送デバイス（２３）と、
　所定量の固形食品（４２）を測り分ける分注デバイス（２７）と、
　前記フォイル・バッグ（２４）に測定量の固形食品（４２）を充填する充填デバイス（
１７、１８）と、
　前記フォイル・バッグ（２４）を閉鎖する閉鎖デバイス（４３）とを備え、
　前記移送デバイスが、一つのフォイル・バッグ（２４）に対して少なくとも１つの固定
容器（２３）を有し、前記フォイル・バッグ（２４）を側部から押してこれらをさらに離
して開ける圧力アーム（３５、３６）が設けられ、
　前記圧力アーム（３５、３６）が、フォイル・バッグ（２４）の形状に合うように形作
られるとともに、フォイル・バッグの側部（３１、３２）のヒートシールの継ぎ目を入れ
るスロット（３７）を有しており、前記圧力アームは前記フォイル・バッグ（２４）が形
作られるままにそれを支持することができることを特徴とするデバイス。
【請求項２】
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　いくつかのフォイル・バッグ（２４）を相互に隣接して充填することができることを特
徴とする請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　容器（２３）がフォイルバッグ（２４）に圧力をかけてこれらが常に僅かに開くように
、適切な寸法のフォイルバッグ（２４）が前記容器（２３）内に配置されうることを特徴
とする請求項１又は２に記載のデバイス。
【請求項４】
　引っ張りアーム（２１、２２）が設けられ、当該引っ張りアーム（２１、２２）によっ
て前記フォイル・バッグ（２４）の充填開口部（３０）を引き開けることができることを
特徴とする請求項１～３のうちいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項５】
　フォイル・バッグ（２４）に食品（４２）を充填する方法であって、
　前記フォイル・バッグ（２４）を移送するステップと、
　所定量の固形食品（４２）を測り分けるステップと、
　前記フォイル・バッグ（２４）に測定量の固形食品（４２）を充填するステップと、
　前記フォイル・バッグ（２４）を閉鎖するステップとを含み、
　前記フォイル・バッグ（２４）は、当該フォイル・バッグ（２４）の側部を一緒に僅か
に押す容器に移送され、
　前記圧力アーム（３５、３６）は、フォイル・バッグ（２４）を側方から押してこれら
をさらに開けるようにフォイル・バッグの側部にもたらされ、前記圧力アームは、フォイ
ル・バッグの側部（３１、３２）のヒートシールの継ぎ目を入れるスロット（３７）を有
することを特徴とする方法。
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